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ネットワーク構築ツールの歴史

名前名前名前名前 状態状態状態状態 リリース日リリース日リリース日リリース日 最終受注日最終受注日最終受注日最終受注日(*1)

LonMaker3.0/3.1 販売終了 1998年 終了済み

LonMaker Turbo (3.2) 近日販売終
了

2006年 2017年10月25日

Open CT  (*2) 近日販売終
了

2013年1月 2017年10月25日

(旧)IzoT CT

(FT6000EVK同梱版)

販売中 2014年8月 予定なし

(新)IzoT CT (単品販売) 近日リリース
予定

2017年12

月(仮)

未発売

*1: 米国エシェロン社への注文日
*2：CT＝コミッションニングツール
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LonMakerインストールDVDに含まれるもの

Windows OS

LNSサーバ Visio

2010

LonMaker

(LNSクライアント
かつVisioアプ
リケーション)

ネットワークアダプター(HW)

のドライバー

ネットワーク
アダプター

LNS DB:

ユーザ作成
ネットワーク
構築データ

Visio形式：

ユーザ作成
ネットワーク図

ユーザ作成ソフト

(LNSクライアント。

作成には別途LNS開
発キットが必要)

� 下図の青色部分のインストーラとライセンスを含む

Proまたは
Standard
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Open CTインストールDVDに含まれるもの

Windows OS

Open LNSサーバ Visio

2010

Open CT

(Open LNS

クライアント
かつVisioアプリケ

ーション)

ネットワークアダプター(HW)

のドライバー

ネットワーク
アダプター

Open LNS 

DB: ユーザ

作成ネット
ワーク構築
データ

Visio形式：

ユーザ作成
ネットワーク図

ユーザ作成ソフト

(OpenLNS

クライアント。
開発キット不要)

� 下図の青色部分のインストーラとライセンスを含む

Pro、
Standard

または
Visio無し
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(旧)IZoT CTインストールDVDに含まれるもの

Windows OS

IzoT Netサーバ Visio

2010

Open CT

(IzoT Net

クライアント
かつVisioアプリケ

ーション)

ネットワークアダプター(HW)

のドライバー

ネットワーク
アダプター

IzoT Net 

Server DB: 

ユーザ作成
ネットワーク
構築データ

Visio形式：

ユーザ作成
ネットワーク図

ユーザ作成ソフト

(IzoT Net

クライアント。
開発キット不要)

� 下図の青色部分のインストーラとライセンスを含む

別DVD

Standard

のみ
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(新)IZoT CTインストールDVDに含まれるもの

Windows OS

IzoT Netサーバ Visio

2016

IzoT CT (仮仮仮仮)

(IzoT Net

クライアント
かつVisioアプリケ

ーション)

ネットワークアダプター(HW)

のドライバー

ネットワーク
アダプター

IzoT Net 

Server DB: 

ユーザ作成
ネットワーク
構築データ

Visio形式：

ユーザ作成
ネットワーク図

ユーザ作成ソフト

(IzoT Net

クライアント。
開発キット不要)

� 下図の青色部分のインストーラとライセンスを含む

Proまたは
Standard
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マイクロソフト社Visio2010のサポート期限

� MSからのVisio2010のセキュリティパッチ提供は
2020年10月で終わる予定

� https://support.microsoft.com/ja-jp/lifecycle/search/14870
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LonMaker と(新)IzoT CTの比較
従来従来従来従来 新製品新製品新製品新製品

同梱の「Lonworksネットワー

ク読み書きとデータベース」
ソフトウエア

LNS Server Turbo IzoT Net Server

同梱のマイクロソフトVisio Visio2010

(初期はVisio2003）
Visio2016

ユーザインタフェース LonMaker Turbo 名称未定 ( ＩＩＩＩzoT CT? )

Windows10対応対応対応対応 なし ありありありあり

デバイスクレジットデバイスクレジットデバイスクレジットデバイスクレジット 有料 無料無料無料無料

ライセンスのアクティベーアクティベーアクティベーアクティベー
ションションションション方法

メールで数日 オンライン即時オンライン即時オンライン即時オンライン即時

独自アプリケーションの開発
と配布ツール

有料:

LNSアプリケーション開発
キット、再配布キット

無料
（IzoT Net Serverのライセン
スは有料）

サービスパックの入手 無料 有償保守サービス必要

略称：CT＝コミッションニングツール
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エシェロン・アカウントの作成

� アクティベーションに
必要

� https://echelon.force.

com/support/s/

“Not a member?”

新規アカウント作成

Login

ログイン
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モデル番号

既存製品既存製品既存製品既存製品 後継製品後継製品後継製品後継製品 後継製品の特徴後継製品の特徴後継製品の特徴後継製品の特徴

37000-324 

LonMaker Professional 

Turbo Edition SR4

38000-401 IzoT 

Commissioning Tool

Professional Edition

保持可能なネットワーク数
の制限なし

37020-324 

LonMaker Standard Turbo

Edition SR4

38100-401 IzoT 

Commissioning Tool

Standard Edition

Standard Editionは
PC上に一時に保持可能な

ネットワーク・デザイン数ネットワーク・デザイン数ネットワーク・デザイン数ネットワーク・デザイン数
がががが5個まで個まで個まで個まで

該当なし IzoT Net Server One-Year 

Maintenance Key (モデル
番号未定)

ソフトウエア更新を入手す
るための１年間保守サー
ビス

(ユーザアプリ開発者が
LNSの配布ロイヤリティを
エシェロンへ払う契約）

IzoT Net Server  Activation 

Key (モデル番号未定)

ユーザアプリの配布先PC

毎に必要
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IzoT CTのリリース予定

� LonMaker Turbo / Open CT

� エシェロン社への最終発注日：2017/10/27

� エシェロン社からの最終出荷日：2017/12/15

� ＩzoT CＴのリリースは2017/12/15より前の予定

� ＩzoT CＴの価格は未定
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バックアップスライド

� バックアップスライド
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互換性

� IzoT Net ServerのAPIは、LNS turbo と互換

� Windows本体の互換性は別の問題
� 古いWindows用のアプリはWin10では動かない恐れ有

� 例：Visual Basic 6.0のアプリは一般にWin10で動かない

� コミッションする機能はIzoT Net Server用に再コン
パイル必要

� LonMakerで作ったネットワークDB、Visio図面は
IzoT CTに引き継ぎ可

� 初めて開くときにIzoT形式ファイルに自動変換

� 変換されたファイルはLonMakerで開けない

� 古いネットワークカード、アダプタ(PCC-10 , PCLTA-20/21)

は32bit版Windowsのみ使用可
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IzoT NetServer用ユーザアプリの開発

� 無料

� サンプルコードとマニュアルを配布

� 従来のLNS開発キット、LNS再配布キット相当は不要

� マニュアルが想定する開発環境

� Visual Studio 2008、2010 

� C++、C#、Visual Basic.Net

� アプリ配布先のPCにIzoT Net Serverが必要

� IzoT Net Serverをダウンロードしてインストール
� http://www.echelon.com/software-downloads?ele=153-0578-01B

� アクティベーションキーを有償購入必要
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資料

� 注意：以下は既発売のIzoT FT6000 EVK(評価キッ
ト)に同梱のIzoTCT(Visio2010同梱)用であり、今後
リリースされる単品販売のIzotCT(Visio2016同梱)

では改定される可能性があります

� IzoT CTのユーザガイド、データシート
� http://www.echelon.co.jp/products/commissioning-tool/izot

� IzoT Net  Serverのユーザガイド、データシート
� http://www.echelon.co.jp/products/net-server/izot

� IzoT Net  Server用ユーザ・アプリ開発マニュアル
� http://www.echelon.com/assets/bltdf519e5c109ecb7d/078-0437-

01A_OpenLNS_Programmer's_Reference.pdf



ＩoTの事例
LonWorks 屋外照明

無線メッシュ LON over Wirepas

LonMark Japan 個人会員

堀江 国男



http://news.echelon.com/press-release/corporate/open-standard-

lon-communications-protocol-run-over-wireless-mesh-firsｔ

エシェロン社の記事より

ドイツに1000台屋外照明を来年設置。
標準LONWORKSプロトコルを
Neuron6050チップ＋WirePas無線メッシュ
で接続



http://news.echelon.com/press-release/corporate/open-standard-lon-

communications-protocol-run-over-wireless-mesh-firsｔ

• Working with who mbH, Vossloh-Schwabe (VS), a division 
of Panasonic, has designed the system using Wirepas for 
large scale wireless Internet of Things (IoT) applications, 
including smart city street lighting with thousands of nodes. 
VS and who mbH are currently testing the new solution 
using Wirepas and expect to complete a project in a large 
city in Germany early next year that will empower 
approximately 1000 streetlights with the new technology 
over a 10 kilometer span. The companies have begun the 
process of submitting this new LON-over-Wirepas
specification to the European Committee for 
Standardization (CEN) and to LonMark International for 
standardization, with adoption of the new LonMark 
channel expected early next year. 

ドイツのVossloh-Shwabe社 (パナソニック・グループ)

LON over WirePasをLonMarkの新しいチャネル標準に来年提案予定



https://www.vossloh-schwabe.com



https://wirepas.com/

WirePasのチップ/モジュールは富士通から



https://www.vossloh-schwabe.com

Vossloh-Schwabe社の既存電力線通信の
照明コントローラのLonMark機能ブロック



https://www.vossloh-schwabe.com



監視制御データと の相互運用

2017年10月18日
株式会社エム・システム技研

長島俊明
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フィールドデータ

フィールドに設置された装置から、または装置へ
送られるデータ

 状態、警報、計量値、計測値

同一フィールド内の装置の仕様や取り扱い方法
で、データの意味、単位、精度、値の範囲が取り
決められている

 タグ付けされていなデータは、フィールド外で取り扱う
場合、付加情報が必要

M-System Toshiaki Nagashima



フィールド内データ取り扱いの例

M-System Toshiaki Nagashima 3

計測装置
（Modbus)

レジスタアドレス B1 B2 B3 B4

30,000 00 00 00 19

30,004 00 00 00 1c

30,008 00 00 04 8a

30,012 00 00 4f 4e

仕様書
30,000 は温度℃
30,004 は湿度
30,008 は照度
30,012 は警報
精度は小数点1桁
最大値、最小値
不正値は -275.0

事務室１の室温、湿度、照度、故
障情報として1分間隔で読み出し、
空調機を制御

フィールド内では、装置の仕様と
ネットワーク上の取り扱い方で意
味、単位等を特定できている



フィールド内データ取り扱いの例

M-System Toshiaki Nagashima 4

計測装置
（LONWORKS)

ネットワーク変数 変数型 値

nvoRoomTemp SNVT_temp 25.0

nvoRoomHmd SNVT_levp 33

nvoLightLevel SNVT_lux 804

nvoAlarm SNVT_switch HL

仕様書
nvoRoomTemp は温度
nvoRoomHmd は湿度
nvoLightLevel は照度
nvoAlarm は警報
精度は小数点1桁
最大値、最小値
不正値は -275.0

事務室１の室温、湿度、照度、故
障情報として1分間隔で読み出し、
空調機を制御

フィールド内では、装置の仕様と
ネットワーク上の取り扱い方で意
味、単位等を特定できている



フィールドデータと

データの利用形態①

 集計、データマイニング、データアナリシス

フィールドに蓄積されたデータを一括転送

大量データを MPP 等でバッチ処理

M-System Toshiaki Nagashima 5

日、週、月間隔で収集



フィールドデータと

データの利用形態②

 広域監視・制御

多数のフィールドからデータを収集

フィールドの機器の制御・マネージメント

M-System Toshiaki Nagashima 6

秒～分単位で収集

必要に応じた制御



データとサイトのプロファイル

IOT でデータを取り扱う上では、取得データ
の出所情報を明確にしておくことが重要
サイトプロファイル
 データの出所に関するサイト情報
 所在地、認証コード、管理者・責任者、稼働中・停
止中、取得できるデータ・実際に取得すべきデー
タ、取得方法・タイミング

データプロファイル
 各データの意味・単位・精度・値の範囲、発生時
刻、ロケーションなど

M-System Toshiaki Nagashima 7



データプロファイル
ポイント名
ロケーション
意味
単位

・
・

M-System Toshiaki Nagashima 8

サイトプロファイル
所在地
管理責任者
取得可能ポイント
取得対象ポイント

・
・

マネージメント



標準化への提案

サイトプロファイル、データプロファイル

 形式

 登録・変更・削除に関する手順

実データ

 送信すべき値とともに付加するアトリビュート

 （XML + XSDのような役割りを果たすもの）

M-System Toshiaki Nagashima 9



実データに必要なアトリビュート

ポイント名（タグ名）

タイムスタンプ ---- オプション

ロケーション（GPS） ---- オプション

 移動体からのデータのみ

値のデータプロファイルID
サイクリックコード（重複防止）

M-System Toshiaki Nagashima 10



データプロファイルに必要な項目

データプロファイルID
値の意味

値の単位

値のフォーマット
 Int,Short,Char,Bit,String,Struct,Array
値の範囲

不正値、異常値（正常な値が取得できなかっ
たことを示す値）

M-System Toshiaki Nagashima 11



サイトプロファイルに必要な項目

所在地

管理責任者情報

取得可能なポイントリスト

取得対象ポイントリスト

データ取得方法（プッシュ・ポーリング）

サービス開始年月日

サービス終了年月日

M-System Toshiaki Nagashima 12



M-System Toshiaki Nagashima 13

概要
特徴

LONMARK
 インターオペラビリティーガイドライン

 機器開発・実装の標準化

 標準化されたデータ型
 SNVT (Standard Network Variable Type)
 SCPT (Standard Configuration Property Type)

 認定
 準拠度合いを検証し機器を認定

準拠しない製品とは相互運用が困難

意図的に準拠しない製品をリリースしている企業もある

他社製品と接続する必要のないケース、

自社製品で独占するケース



設備管理システム 
クラウド化検討 

第3回IIoT研究会 

LonMark Japan理事 

田中宏明 

 

1 



概要 

• 設備管理システムのクラウド化のアドバン
テージを知りたい（価格 運用を含めて） 

• 10年～15年の費用を概算する 

2 



設備管理システム構成 

クライアント 

サーバ 

フィールド機器 

UDP通信 ＋ SOAP/XML通信 

クラウド 

サーバ 

クライアント 

3 



条件 

• クラウドと現場は、監視用、制御用の2つの
VLANで接続する。 

• 各サーバには、専用ソフトウェア（SCADA）を
載せる。（クラウド用の専用ソフトウェアを開
発することはしない） 

• Webサーバは各Caseで1台必要だが接続クラ
イアントは5台まで 

• 運用期間は10年～15年で試算 

• Case1,Case2でそれぞれ試算 

4 



Case1/Case2 

Case1 Case2 

コンピュータ 8台（サーバ機） 3台（サーバ機） 

OS Windows Server×８ Windows Server×3 

SQL SQL Server×３ SQL Server×2 

アプリケーション SCADA×７ SCADA×3 

通信量：監視系  80GB/月 80GB/月 

通信量：制御系 300GB/月 180GB/月 

ストレージ 1.5TB 1TB 

5 



試算結果 Case1 

非クラウド費用比 

サーバ 

OS 

SQL 

SCADA 

クラウド費用比 

クラウドサービス 

仮想マシン 

ストレージ 

通信 

0.0% 

100.0% 

200.0% 

300.0% 

400.0% 

500.0% 

600.0% 

700.0% 

0  2  4  6  8  10  12  14  16  

クラウド/非クラウド費用比 

年 

6 



試算結果 Case2 

年 
0.0% 

100.0% 

200.0% 

300.0% 

400.0% 

500.0% 

600.0% 

700.0% 

800.0% 

900.0% 

1000.0% 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 

クラウド/非クラウド費用比 

非クラウド費用比 

サーバ 

OS 

SQL 

SCADA 

クラウド費用比 

クラウドサービス 

仮想マシン 

ストレージ 

通信 

7 



考察 

• クラウド化で費用は、10年で4~6倍となる 

• 非クラウドシステムの保守費を考えても、クラ
ウドは高くつく 

• クラウド費用が1/10となると、評価は変わる 

• クラウド用のアーキテクチャで別途検討する
ことも必要 

• クラウドサービスの稼働率を顧客が受け入れ
るか？ 

8 



LonMark Japan第3回IIoT研究会

2017/10/18

LonMark Japan

山添知久

EnOcean-LonWorksゲートウェイの
試作とクラウド化



第1回・第2回の内容

• 既存のLonWorksデバイスにIzoT
Routerを追加しIoT Gatewayから
3G通信によりクラウド（AWS, IBM
Bluemix, Azure）へ送信が可能な
ことを示した。

• 課題
• (1)デバイスからの送信データ構造

– BAの実案件では多品種、多数の監視ポイント

• (2)クラウド側の構成
– データベース構造
– ユーザーインターフェース（Web）作成

• (3)ソリューション
– 個々の要素技術だけでなく、ソリューションの開発が必要

• 既存パッケージの利用も検討



今回の内容

• EnOcean – LonWorksゲートウェイの試作

• IzoT ServerによるAWSクラウドへの送信

• クラウドデータの可視化

–市販サービスの検討



EnOcean – LonWorksゲートウェイの試作とクラウド化

• Raspberry Pi + EnOcean USBにEchelon IzoT SDKをインストール ->ゲートウェイアプリ開発
• EnOceanスイッチOn/OffLonデバイス制御
• EnOcean温度センサ Lonデバイス入力

• IzoT Serverにより全デバイスデータ Amazon AWSクラウドへ送信データ保存と可視化

Ethernet

OpenBlocks IoT

DB

EnOcean – LonWorks

Gateway
RasPi + EnOcean USB

お問い合せ LMJ 山添 tyamazoe@lmjapan.org まで

EnOcean Device LonWorks Device

MSYSTEM

VAV Controller

Echelon

FT6000

Temp

Sensor

Switch

IzoT Router

IoT 3G Gateway

EnOcean

LonWorks

Gateway
EnOcean data:

0055 0207 0a0a 0020 a82d 85bb 0158 …

Lon

Device
SNVT_temp

SNVT_switch

IzoT

Server

IzoT

Server

LonTalk/IPEnOcean LonTalk/IP AWS

IoT

MQTT

JSONSNVT

AWS IoT

DB
Web

Server

Web Server

http/REST

Temp: 24℃
Switch: On/Off
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Demo Set

IzoT Router

MSYSTEM

VAV Controller
3G Gateway

OpenBlocks

EnOcean devices

LonWorks

device

FT6050



EnOcean – LonWorksゲートウェイ

• 受信したEnOceanデータをSNVTへマッピング
EnOceanスイッチOn/OffSNVT_switch
 Lonデバイスを制御
EnOcean温度センサ SNVT_temp_p
Lonデバイスへ入力

Ethernet

EnOcean – LonWorks Gateway

EnOcean Device

LonWorks Device

MSYSTEM

VAV Conroller

Echelon
FT6000

Temp

Sensor

Switch

IzoT Router

EnOcean data: EｎOcean Serial Protocol (ESP)
#スイッチ
0000000 0055 0207 0a0a 0020 a82d 85bb 0158 c32a

0000010 0055 0207 0a0a 0020 a82d 00bb 01ca ca29

#温度センサ
0000060 0055 020a 9b0a 0422 d500 006d 6700 c408

SNVT_temp

SNVT_switch

LonTalk/IP

Temp: 24℃
Switch: On/Off

IzoT SDK

Linux OS

IzoT

アプリケーション
（IzoT SDKで作成）

EnOcean

USB受信
モジュール

Raspberry Pi

ESP



IzoT ServerによるAWSクラウドへの送信

• BAのデータポイント：
• 将来データの対応と拡張
• データ種類、点数が多い

• そのため、まずはクラウド上で扱いが容易な
• 各データポイント毎に格納

• JSON形式
• NoSQL DBへの格納

• ユーザーへのインターフェースはAPIとWeb画面で対応
・・・としてみた

Ethernet
NoSQL DB

EnOcean

LonWorks

Gateway

LonWorks Device

IzoT

Server

MQTT

JSON
AWS IoT

Web Server

LonTalk/IP

Polling

AWS
Lambda

Amazon API 
Gateway

http GET

Request

http

Response

{

'datapoint': 11, 

'timestamp': '2017-09-26T21:41:40.363709+09:00’, 

'name': 'nvoSwitch’, 

'value': 'on’, 

'device_id': 3, 

'device_name': 'EnOcean_Switch_3Ch’

}



Web画面



クラウドデータの可視化
市販サービスの検討

• WebUIの開発はそれなりに工数を要するので市販
製品の利用を検討

• ウフル（Uhuru） enebularを試用してみた
• 結果：

– AWSからapiGatewayを使用してデータアクセス連携可
能

– APIを作成し、enebularでデータポイント毎にグラフ作成
する必要

– 各グラフをダッシュボードに貼り付けは可能

• 今後他製品も比較検討
– WingArc MotionBoard
– Acroquest Torrentio ・・・など



今後の予定

• EnOceanゲートウェイ
– EnOceanデバイス追加対応

– OpenBlocks IoTへの移植（済み）

– Armadillo-IoTへの移植（作業中）

• Webインターフェース
– ダッシュボードの作成

• クラウドデータ
– データ解析、機械学習の調査検討


